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仙
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検
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検
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台
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２
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２
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２
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◇
実

施
日

；
２

０
１

７
年

１
１

月
０

３
日

( 金
・

祝
日

) 
 

晴
 

◇
参

加
者

；
川

島
 

功
、

児
嶋

道
夫

、
濱

野
兼

吉
、

上
村

洋
司

・
和

美
、

 

大
江

加
予

子
、

山
川

治
雄

、
梶

野
照

雄
。

 
 

 
 

 
８

名
。

 

 

 
十

月
中

旬
以

降
、

秋
雨

前
線

の
停

滞
で

長
雨

が
続

い
た

上
に

、
下

旬
週

末

に
は

台
風

2
1
号

(1
0
/2

2
) ・

台
風

2
2
号

(1
0
/2

9
) の

接
近

が
あ

り
、

と
り

わ
け

台
風

2
1
号

は
新

宮
地

方
に

8
9
0
㎜

の
豪

雨
が

降
り

、
新

宮
市

内
に

お
住

み
の

会
友

数
名

が
床

上
浸

水
に

遭
わ

れ
、

心
よ

り
お

見
舞

い
申

し
上

げ
ま

す
。

 

こ
の

台
風

に
よ

り
、

前
鬼

林
道

、
池

郷
林

道
、

国
道

4
2
5
号

線
が

通
行

止

め
に

な
り

、
1
0
/3

0
に

前
鬼

林
道

・
池

郷
林

道
は

通
行

可
能

に
な

っ
た

が
、

国
道

4
2
5
号

線
の

通
行

止
め

区
間

は
、

2
1
世

紀
の

森
か

ら
浦

向
側

の
カ

ナ
ウ

ナ
ギ

ト
ン

ネ
ル

付
近

迄
と

な
り

、
行

仙
宿

へ
の

巡
回

は
出

来
そ

う
に

な
い

と

判
断

し
、
池

郷
林

道
ゲ

ー
ト

か
ら

持
経

宿
間

の
路

面
状

況
を

奈
良

森
林

管
理

事
務

所
・
池

原
事

業
所

の
高

木
森

林
官

に
尋

ね
る

と
(1

0
/3

1
) 、

明
日

路
面

状

況
確

認
に

入
り

、
結

果
を

報
告

し
て

下
さ

る
事

に
な

る
。

そ
の

時
に

浦
向

側

の
通

行
止

め
箇

所
の

状
況

を
尋

ね
る

と
、
カ

ナ
ウ

ナ
ギ

ト
ン

ネ
ル

を
越

え
た

距
離

標
N

o
3
7
8
付

近
で

歩
い

て
通

れ
、

上
は

問
題

な
い

と
の

こ
と

。
沖

崎
氏

は
四

ノ
川

林
道

口
の

距
離

標
N

o
4
0
2
で

2
.4
㎞

、
四

ノ
林

道
か

ら
補

給
路

登
山

口
迄

約
1
.2
㎞

で
計

約
４

㎞
と

の
こ

と
、
通

行
止

め
箇

所
か

ら
歩

い
て

行
仙

宿

の
水

場
等

の
台

風
被

害
把

握
と

復
旧

に
行

く
事

に
決

め
る

。
 

1
1
/2
日

朝
に

、
池

郷
林

道
ゲ

ー
ト

か
ら

持
経

宿
間

の
林

道
は

、
陥

没
は

無

い
が

大
き

な
倒

木
が

２
箇

所
あ

り
、

車
の

通
行

は
無

理
と

の
連

絡
が

あ
る

。
 

新
宮

６
時

４
０

’ 発
。
熊

野
川

町
日

足
辺

り
は

、
放

射
冷

却
等

に
よ

る
山

霧
、

北
山

川
沿

い
は

川
霧

が
漂

い
、

陽
光

の
差

し
入

ら
無

い
空
模
様
だ

が
、
不
動

ト
ン

ネ
ル

を
抜

け
る

と
一
変

し
青
空

が
広

が
る

。
 

国
道

4
2
5
号

線
浦

向
ゲ

ー
ト

口
で

川
島

車
( 児

嶋
・
濱

野
・
大

江
同
乗

) と
上

村
車

( 山
川
同
乗

) は
、

予
定

８
時

よ
り
早

い
７

時
４

０
分
頃

に
合
流

し
て

国

道
を
辿

る
。

登
る

に
つ

れ
紅
葉

し
た

山
並

み
が
青
空

で
一
層
映

え
る

。
 

通
行

止
め

箇
所

( 距
離

標
N

o
3
7
8
) 前

の
路

側
に
駐

車
。

前
日
遅

れ
る

と
の

連
絡

が
あ

っ
た

梶
野

車
も
合
流

し
全
員

が
揃

う
。

 

支
谷

の
多
量

な
谷

水
が

、
舗
装

面
の

上
下

を
流

れ
て

陥
没

し
、
凹
凸

に
波

打
っ

た
舗
装

面
が

約
５

０
ｍ

続
く

、
３

箇
所
位

に
砂
袋

を
置

け
ば

4
W

D
車

な

ら
通

行
可

能
と

の
’ 梶

野
氏
談

。
 

 
 

 

舗
装

面
が

凹
凸

・
陥

没
に

よ
り

通
行

止
め

 
 

 
 

 
歩

い
て

四
ノ

川
林

道
口

に
 

 道
路

沿
い

・
奥
駈

道
の

山
並

み
の
紅
葉

は
、
始

ま
っ

て
お

り
、
怪
我

の
功

名
で
紅
葉

を
ゆ

っ
く

り
堪

能
し

な
が

ら
歩

い
た

。
四

ノ
川

林
道

口
に
至

る
間

に
、
支
谷

か
ら
舗
装

面
に
流

出
し

た
砂
利

の
箇

所
が

あ
っ

た
が

、
ジ
ョ
レ

ン

等
で
除

け
ら

れ
る
程
度

で
あ

る
。

 

四
ノ

川
林

道
に

入
る

と
、

側
溝
詰

り
で

水
が
流

れ
た

地
道

は
、
荒

れ
て

い

て
、
車

高
が
低

い
車

に
は
支
障

が
あ

り
、
ジ
ョ
レ

ン
等

で
均

す
必
要

が
あ

る
。

 

ガ
ー
ド

に
持

た
れ

た
杉
斜

木
が

あ
り

、
山

川
氏

が
持

参
チ
ェ

ン
ソ

ー
で
処

置
し

て
下

さ
る

。
 

補
給

路
登

山
口

に
着

く
と

、
小
枝

が
散
乱

し
薪

に
被
せ

て
い

た
波

ト
タ

ン

が
飛
散

し
、
モ

ノ
レ

ー
ル

が
横
切

る
支
谷

か
ら
流

下
し

た
土
石

で
側
溝

が
完

全
に
埋

ま
っ

て
い

る
。
モ

ノ
レ

ー
ル
支
柱

に
土
石

が
当

っ
て
流

下
し

て
い

る

事
か

ら
、
支
柱

を
点
検

し
た

が
支
障

は
無

か
っ

た
。

 

先
行

し
た

梶
野

・
児

嶋
氏

で
モ

ノ
レ

ー
ル

が
降
ろ

さ
れ

る
。

 



 2 

 
 

 

四
ノ

川
林

道
の

斜
木

杉
伐

採
 

継
ノ

窟
斜

面
の

紅
葉

 
 

支
谷
流

出
土

石
で

側
溝

埋
ま

る
 

 水
場

の
パ
イ
プ

か
ら

水
の

出
が
悪

い
の

で
修

復
す

る
必
要

が
あ

る
と

の
事

、

山
川

・
川

島
が
パ
イ
プ

口
の
網

上
の
落
葉

を
除
去

し
パ
イ
プ
位
置

を
調
整

し

て
復

旧
す

る
。

 

杉
植

林
帯

を
辿

る
補

給
路

に
は

、
杉
葉

・
小
枝

が
散
乱

し
て

風
が
強

か
っ

た
事

が
う

か
が

え
、
掻

き
除

け
な

が
ら
辿

る
。
モ

ノ
レ

ー
ル
終
点

か
ら

の
尾

根
道

に
は

、
落
葉

等
の
飛
散

は
無

い
。

 

 
 

 
 

 

水
場

の
パ

イ
プ

水
量

復
旧

 
 

第
二

ベ
ン

チ
横

の
小

倒
木

 
鉄

塔
下

の
道

の
小

倒
木
 

 第
二
ベ

ン
チ
横

に
は

、
枯

れ
た
小
径

木
が

倒
れ

て
い

た
。

第
二
ベ

ン
チ

上

の
鉄
塔

下
の

道
に
も
小
径

木
が

あ
り
鋸

で
除
去

す
る

。
和
佐
又

か
ら
縦
走

し

て
来

た
単
独
男
性

( 平
治

宿
泊

) が
降

り
て

来
て

、
奥
駈

道
の

倒
木

状
態

を
尋

ね
る

と
「

か
な

り
あ

っ
た

、
浦

向
ま

で
歩

き
バ
ス

に
乗

る
」

と
の

事
。

 

行
仙

宿
に

１
０

時
１

０
分
頃

に
到
着

す
る

と
、
モ

ノ
レ

ー
ル

で
登

り
先
着

し
た

梶
野

・
児

嶋
氏

に
よ

り
、

台
風

に
よ

り
小
屋
周

り
に
飛
散

し
た
落
葉

・

小
枝

を
掃
除

す
る

道
具
及
び

水
場
点
検

・
復

旧
に
必
要

な
、

大
ハ

ン
マ

ー
・

ジ
ョ
レ

ン
・

ト
ン
ガ

が
準
備

さ
れ

て
い

た
。

 

 
 

 
 

 

紅
 

葉
 

 
 

 
 

 
窓

ガ
ラ

ス
に

ゴ
ミ

固
着

 
 

 
マ

ン
ホ

ー
ル

の
蓋

飛
ぶ
 

 全
員

が
揃

い
、
上

村
・
山
川

氏
は
笠
捨

山
捲

き
道
分
岐

迄
の
奥
駈

道
巡
視

。

大
江

さ
ん

は
行

者
堂

の
お
供

え
替

え
( 玉
置
神
社

の
お
札
納

め
) と
掃
除

。
上

村
奥

さ
ん

は
便

所
等

の
小
屋
周

り
の
掃
除

。
梶

野
・

児
嶋

・
濱

野
・

川
島

は

水
場

の
点
検

・
復

旧
。

に
分
担

し
作

業
に

か
か

る
。

 

水
場
径

に
は

、
落
葉
も
少

な
く

倒
木
も

無
い

。
水

場
手

前
の
峪
橋

を
渡

る

が
、

水
音

が
し

な
い

の
で

水
場

が
埋

ま
っ

て
い

る
と
思

っ
た

が
、

水
場

上
の

落
口

に
ト
ガ

の
大

き
な
枝

が
引

っ
掛

っ
て

い
た

が
、
水
溜

り
場

に
は

大
葉

の

落
葉

が
浮

か
ん

で
い

た
が

、
水

が
溜

ま
っ

て
い

る
。
土
石

で
埋

ま
っ

て
い

な

か
っ

た
の

で
ホ
ッ

ト
す

る
。

 

８
Ｌ
ポ
リ
タ

ン
ク

２
個

( 梶
野

・
濱

野
持

参
) に

水
を
汲
ん
だ
後

、
雪
平
鍋

で
落
葉
混
ざ

り
の

水
を
汲

み
出

し
、
ジ
ョ
レ

ン
で
土
石

を
搔

き
寄
せ

て
、

き
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れ
い

に
水

た
ま

り
場

の
底
浚

え
を

す
る

。
 

 
 

 

落
葉

を
除

け
て

水
を

汲
む

 
 

 
 

 
水

場
の

落
葉

・
小

石
等

を
雪

平
鍋

で
底

浚
え
 

 行
仙

宿
に
戻

る
と

上
村

・
山

川
氏

が
、
既

に
戻

っ
て
小
屋
周

り
を
掃
除

さ

れ
て

お
ら

れ
「
分
岐

迄
倒

木
２
本

を
処

理
、
捲

き
道

に
倒

木
が

見
え

た
」

と

の
こ

と
。
今

回
は

、
台

風
接

近
時

の
風

よ
り
も

台
風

通
過
後

の
北
寄

り
の
吹

き
返

し
の

風
の

方
が
強

か
っ

た
の

で
、
尾
根

道
の

北
側
斜

面
に

倒
木

が
発
生

し
易

い
と
想
定

さ
れ

る
。

 

資
材
倉
庫
横

か
ら

１
斗
缶

が
奥
駈

道
下

に
吹

き
飛
ん

で
い

て
、

上
村

和
さ

ん
が
拾

っ
て

下
さ

る
。
又

、
裏

の
砂

・
砂
利
置

場
に

被
せ

て
い

た
煙
抜

き
フ

ー
ド

ト
タ

ン
が
飛
散

し
て

い
た

。
道
普
請

時
使
用

の
為

に
。
ロ

ー
プ

を
弛

め

て
い

た
事

が
飛
散

の
一
因

で
、
重
石

に
割

木
３
本

を
乗
せ

、
ロ

ー
プ

で
締

め

直
し

復
旧

し
た

。
 

山
川

氏
か

ら
落
葉

・
小
枝

等
の
清
掃

に
効
力

の
あ

る
ブ
ロ
ワ

ー
・

熊
手

を

備
え

る
よ

う
に

と
提
案

が
あ

り
、
今
後
備

え
た

い
。

 

１
１

時
半

前
に

な
り
作

業
を
一
段
落

さ
せ

、
昼
食

と
す

る
。

 

食
後

の
児

嶋
喫
茶

の
コ

ー
ヒ

ー
に
聖
護
院

お
供

え
の

お
下

が
り

和
菓

子
と

上
村

さ
ん
差

し
入

れ
の
小
餅

を
賞
味

し
歓
談

し
て

い
る

と
、

１
２

時
１

０
分

過
ぎ

に
白
谷

ト
ン

ネ
ル

登
山

口
か

ら
笠
捨

山
を
ピ
ス

ト
ン

す
る
単
独
男
性

が

立
寄

る
。

倒
木
在

っ
た

か
聞

く
と
「

倒
木

は
２
本
程
在

っ
た
」

と
の

こ
と

。
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

昼
食

・
差

し
入

れ
お

菓
子

で
懇

談
中

 
 

 
 

 
 

本
日

の
作

業
者
 

 昼
食
後

、
奥
駈

道
を
辿

り
行

仙
岳

を
経

て
白
谷

ト
ン

ネ
ル

登
山

口
へ

下
る

点
検

巡
視
班

( 山
川

・
上

村
夫
妻

・
川

島
) と

宿
内
掃
除

等
を

行
い

補
給

路
登

山
口

へ
下

る
班

( 児
嶋
・
濱

野
・
大

江
・
梶

野
氏

) に
分

か
れ

て
下

山
す

る
事

に
す

る
。

 

持
経

宿
へ

の
林

道
・
平

治
宿

へ
の
奥
駈

道
の

巡
視

、
通

行
止

め
に

な
っ

て

い
る
本

宮
( 玉
置

) 辻
～
七

越
峰

間
の
点
検

巡
視

の
た

め
に

、
小
チ
ェ

ン
ソ

ー

を
降
ろ

す
こ

と
に

す
る

。
行

仙
宿

の
直

ぐ
北
斜

面
の
奥
駈

道
に

は
、
桧

の
生

大
木

が
半
ば

か
ら
折

れ
て

登
山

道
を
塞

い
で

い
る

。
 

 
 

 
 

行
仙

宿
上

の
桧

倒
木

処
理

 
 

行
仙

岳
山

頂
に

て
 

 
行

仙
岳

北
面

の
腐

倒
木

伐
採
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２
台

の
チ
ェ

ン
ソ

ー
で
処

理
す

る
。

行
仙
岳

迄
倒

木
が

無
く

、
行

仙
岳

北

面
奥
駈

道
に
腐

倒
木

が
あ

り
、
先

行
し

た
山

川
氏

が
処
置

し
て

下
さ

る
。

 

行
仙
岳
捲

き
道
分
岐

か
ら
白
谷

ト
ン

ネ
ル

登
山

口
分
岐

に
戻

り
小
休

止
。
 

白
谷

登
山

口
へ

と
下

る
と
手
摺

に
持

た
れ

た
杉
斜

倒
木

が
在

り
、
山

川
氏

の
チ
ェ

ン
ソ

ー
で
伐
採
処

理
す

る
。
手
摺

が
傾

い
て

い
る

の
で

上
村

・
山

川
・

川
島

が
、
力
合

わ
せ

て
起

し
て

復
旧

す
る

。
 

行
仙

宿
新
築

の
際

は
、

こ
の
急
勾
配

の
ル

ー
ト

を
何

回
も
往

復
し

た
が

、

補
給

路
登

山
道

(H
6
年

) が
出

来
て

か
ら

は
、
補

給
路

登
山

口
か

ら
行

仙
宿

へ

登
る
様

に
な

り
、
此
処

を
通

る
の

は
本
当

に
久

し
ぶ

り
で
在

る
。

下
り

と
は

言
え

、
登

り
は
相
変

わ
ら
ず

き
つ

い
と
再

認
識

し
た

。
 

 
 

 

白
谷

ト
ン

ネ
ル

東
口

登
山

道
の

手
摺

に
倒

れ
た

杉
伐

採
と

手
摺

復
旧
 

 登
山

口
か

ら
待
合

わ
せ

場
所

の
四

ノ
川

林
道

口
に

１
４

時
過
ぎ

に
到
着

。
 

補
給

路
か

ら
下

っ
た
班

は
、

宿
内

の
掃
除
機

で
の
掃
除

、
汚

れ
た
窓
ガ
ラ

ス
拭

き
掃
除

、
便

所
周

り
の
清
掃

、
薪
割

り
等

を
行

っ
て

１
３

時
過
ぎ

に
下

山
し

て
１

４
時

前
に
此
処

に
着

い
た

と
の

こ
と

。
児

嶋
氏

が
先

行
下

山
し

て

い
る

と
の

こ
と

。
 

舗
装

林
道

は
下

り
に

な
る

の
で

足
早

に
な

り
通

行
止

め
駐

車
地

に
戻

る
。
 

駐
車

地
に
戻

る
と

、
先

行
し

た
児

嶋
さ
ん

か
ら
南
海
堂

の
ア
ッ
プ

ル
パ
イ

と
ア
リ

ナ
ミ

ン
ド
リ

ン
ク

を
差

し
入

れ
し

て
下

さ
り

、
腹
ご

し
ら

え
を

し
て

、

１
５

時
前

に
各

車
帰

路
に
着

く
。

 

 
 

 
 

登
山

口
付

近
か

ら
の

紅
葉

 
四

ノ
川

林
道

口
で

合
流

 
 

通
行

止
め

駐
車

地
に

戻
る

ほ
 

 
 

 
 
行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
    

新
宮
6
:
4
0
→
7
:
4
0
国

道
4
2
5
浦

向
口
7
:
4
5
→
8
:
0
0
通

行
止

め
箇

所
(
距

離
標

N
o
3
7
8
)
8
:
1
0
→

四
ノ

川
林

道
口
(
距

離
標
N
o
4
0
2
)
8
:
5
0
→
9
:
1
5
補

給
路

登

山
口
9
:
2
5
→
9
:
5
0
モ

ノ
レ

ー
ル
終
点
→
1
0
:
1
0
行

仙
宿
1
0
:
2
0
→
1
0
:
3
5
水

場
1
0
:
5
5
→
1
1
:
2
5
昼
食
1
2
:
2
0
→

行
仙

宿
1
2
:
3
0
→
1
3
:
0
0
行

仙
岳

山
頂

1
3
:
0
5
→

行
仙
岳

北
面
捲

き
径
分
岐
1
3
:
1
2
→
1
3
:
2
0
白
谷

ト
ン

ネ
ル

登
山

口
分
岐
1
3
:
2
5
→
白
谷

ト
ン

ネ
ル
東

口
登

山
口
1
4
:
0
5
→

四
ノ

川
林

道
口

1
4
:
1
0
→
1
4
:
4
5
通

行
止

め
箇

所
1
4
:
5
5
→
1
6
:
2
0
新

宮
。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(
記

；
川

島
、
写
真

；
梶

野
・

川
島
)
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

  


